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ワクラワとは「思いがけない出会い」を
意味するいにしえのことばです。この展
覧会は、県内の障害のある人の作品と出
会う場であり、また、障害のある人たちの出
会いのドラマを目撃し、さらには、アーティ
ストと障害のある人が出会い生まれた作品
に触れる場でもあります。
ぜひ会場にお越しいただき、いくつもの思
いがけない出会いを楽しんでください！

黒川岳／鮎川奈央子によるワークショップの様子
（＠たんぽぽの家アートセンターHANA）

ワクラワ～障害とアートと出会い～事務局
（株式会社アステム内）
〒530-0044　大阪市北区東天満 2-7-12 スターポート
TEL 0570（037）690　FAX 06（6242）6631

ビッグ幡 in 東大寺事務局

音声コード（専用の読上機
器等で読み取ると音声で情
報をお聴きいただけます。

（一般財団法人たんぽぽの家内）
〒630-8044　奈良市六条西 3-25-4
TEL 0742（43）7055　FAX 0742（49）5501

お問い合わせ

奈良県立図書情報館エントランスホール

9:00-20:00

東大寺大仏殿前
8:00-17:00

別途大仏殿入堂料が必要です

奈良県文化会館展示室A,B,特別展示室

9:00-18:00

11.11月は休館

しょうがい

ばん とうだいじ

であ

　プレ展示

私たちは「第19回全国障害者芸術・文化祭
にいがた大会」（2019.9.15-11.30）を応援し、
障がい者の芸術文化活動を盛り上げます。

主催：奈良県障害者大芸術祭実行委員会・奈良県大芸術祭実行委員会・奈良県　協力：文化庁 地域文化創生本部・東大寺
実施・運営：（ワラクワ～障害とアートと出会い～）株式会社アステム、（ビッグ幡 in 東大寺）一般財団法人たんぽぽの家　展覧会キュレーター：宮下 忠也

奈良県大芸祭・障芸祭公式ホームページ

https://nara-arts.com/

ならならなら障害障害障害 アートアートアート



奈良県立図書情報館 エントランスホール

奈良県文化会館展示室A,B,特別展示室
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奈良県立図書情報館
〒６３０-８１３５　奈良市大安寺西１丁目1000番地

JR奈良駅東口バス停（❻）から
県立図書情報館行き（22系統）に乗車し、終点

新大宮駅前（南口）バス停から四条大路南町行き（８系
統）に乗車し、「県立図書情報館西口」下車、
徒歩約５分 東へ500m

JR奈良駅から

近鉄新大宮駅から

奈良県文化会館
〒６３０-８213　奈良市登大路町6-2

市内循環バス「県庁前」下車徒歩２分
JR奈良駅から

❶出口より東へ徒歩約５分 東へ500m
近鉄奈良駅から

東大寺大仏殿
〒６３０-８587　奈良市雑司町406-1

市内循環バス「大仏殿春日大社前」
下車徒歩５分 北へ500m

JR奈良駅から

徒歩約20分 東へ1.4km
近鉄奈良駅から

奈良市役所

三笠中学校

奈良県立図書
情報館
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ワクラワ  ～障害とアートと出会い～　プレ展示

ワクラワ ～障害とアートと出会い～
ワクラワ…“思いがけない出会い”

「ワクラワ～障害とアートと出会い～」
で展示されるアート作品15点と昨年度
実施したアートワークショップの模様を
記録した写真作品12点を奈良県立図
書情報館にて展示します。

ビッグ幡 in 東大寺

「花鳥風月」をテーマに全国の障害のある人か
ら応募のあった絵画作品を選定し、オリジナル
の「幡」にデザインしました。幡（ばん）とは、仏や
菩薩を供養し、人々の平和、安全を祈願するた
めに掲げられる大きな旗のことです。東大寺大
仏殿前で、8本の大きな幡が美しくはためきます！

東大寺大仏殿前 別途大仏殿入堂料が必要です

NPO法人「スウィング」が、県内の福祉グループ「ぷろぼの」と実
施したユニークなワークショップの舞台裏に密着した映像作品を
制作しました。展覧会場にて常時上映します。
 ユニークなパフォーマンスやアート的な実践で注目される、
 京都のNPO。世間の常識に揺さぶりをかけ、障害のある人たち
 を包括することのできるユルい社会の実現を目指す。

         京都造形大学講師。阪神大震災の記憶や復興された街の姿を、
 視覚障害のある人や車椅子の人の視点から再構成した
 ドキュメンタリーなど、主に映像や写真を用いた作品を発表している。

黒川 岳と鮎川 奈央子の若手アーティストふたりが、県内の複
数の福祉事業所に赴きワークショップをおこないました。そこで
作られた段ボール等を使った作品を用いて、鑑賞者が触るな
ど、体感できるような空間作りを試みます。
 「触れること」をテーマに彫刻作品やパフォーマンスを生み出す
 アーティスト。『六甲ミーツ・アート 芸術散歩2018』で発表した
 作品《石の音を聴く》は、公募大賞準グランプリを獲得した。

 京都市立芸術大学美術学部美術家彫刻家専攻在籍中。
 2018年度に、障害のあるアーティストと作品をリレーしながら作る
 というプログラムを実施した。

本展覧会キュレーター（アートの展示・研究に携わる専門家）が
県内各所を巡り、そこで出会った、県内在住の障害のある人た
ちが生み出した、さまざまなアート作品を多数展示します。

「ビッグ幡 in 東大寺」のために、全国各地から応募のあった300点を超える絵画作
品を全て展示します。障害のある人が「花鳥風月」をテーマに、平和への願いを込め
て描いた作品をぜひご覧ください。

第34回国民文化祭、第19回全国障害者芸術・文化祭 にいがた2019「つくる 
いきる はじけるーふっとつ障害者アート！」のサテライト展を開催します。新潟で
創作活動をしている障害のある人たちの作品に出会えます。

スウィングのワークショップ「第72回プチコロリ」（まち美化戦隊ゴミコロレンジャーによる清掃活動）の様子

NPO法人「スウィング」

 映像：高橋 耕平

黒川 岳

鮎川 奈央子


